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項目 頻度
2017 2018 2019 2020

１Q ２Q ３Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

１
・
シ
ナ
リ
オ

１Ｆ訓練 1回/2年以上 ◎ ◎

２Ｆ訓練 1回/2年以上 ● ◎ ◎

1F/2F同時
被災訓練 1回/2年以上 ◎ 〇

ＫＫ訓練 1回/1年以上 ● ● ◎ 〇

本社訓練 1回/1年以上 ● ◎ ◎ ◎ ● ● 〇 〇 〇

２
・
環
境

①固有 1回/1年以上 ● ◎ ● ● ◎ ◎ 〇

②自然 1回/1年以上 ● ● ◎ ● ● ◎ 〇 〇

③休日／夜間 1回/2年以上 ● 〇

④中長期 1回/2年以上 ◎ ◎ 〇 〇

⑤ストレス 1回/2年以上 ◎ 〇
＜凡例＞ ●：計画通り実施，◎：計画外で実施，○：計画

○本社訓練中長期計画

＜環境条件の例＞
①固有： 放出リスク，地域防災
②自然： 地震，積雪，雷，低温，道路閉鎖（迂回）
③休日／夜間： 当番者初動想定，分散配置場所からの要員参集想定
④中長期： 復旧（支援），要員交替，後方支援
⑤ストレス：夜間実動，デジタル機器不能，インフラ無し，放射線量上昇，放射性物質による汚染，負傷者発生

○中長期上の今年度訓練の位置付け
・1F/2F同時被災での緊急時演習を計画
・新たなリスクとして新型コロナウイルス感染防止対策中での訓練を計画
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A.地震 B.自然災害
（津波、竜巻、台風、落雷等） C.テロ・サボタージュ

原
子
力
災
害

①使用済燃料プール冷却水喪失 A－① B－① C－①

②高濃度汚染水（滞留水）漏えい A－② B－② C－②

社
会
的
影
響
の
大
き
い
ト
ラ
ブ
ル

③原子炉注水喪失 A－③ B－③ C－③

④原子炉格納容器内再臨界 A－④ B－④ C－④

⑤電気系トラブル A－⑤ B－⑤ C－⑤

⑥汚染水タンク漏えい A－⑥ B－⑥ C－⑥

⑦汚染水処理喪失 A－⑦ B－⑦ C－⑦

⑧大規模火災 A－⑧ B－⑧ C－⑧

シナリオ
起因事象

２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度

○福島第一原子力発電所中長期計画
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2018中長期プラン

緊
急
時
演
習
モ
ー
ド

１Q ２Q ３Q 4Q １Q ２Q ３Q 4Q １Q ２Q ３Q 4Q

① 緊急時対策所機能喪失 １年に１回以上 ● ● ○

② 広範囲の機能喪失 １年に１回以上 ○ ● ○ ○

③ 要員／中操の機能喪失 １年に１回以上 ● ○

④ 全般的な起因事象 １年に１回以上 ● ○ ○

① 固有 １年に１回以上 ● ○ ○

② 自然 １年に１回以上 ● ○ ○

③ 休日／夜間 １年に１回以上 ● ○ ○

④ 中長期 ２年に１回以上 ● ○

⑤ ストレス ２年に１回以上 ● ○

シ

ナ

リ

オ

環

境

項目 頻度
2018年度 2019年度 2020年度

●

●

●

●

●

●

●

○福島第二原子力発電所中長期計画
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３カ年中長期プラン

【中長期プラン】～到達目標は３年計画で実現～
➢２０１８：緊急時組織・機能班・個人（本部長・統括・班長）のやるべき事を設定

①平日昼間の発災で初動の対応がデフォルトで出来る

②休祭日夜間の発災で当番者の初動から要員参集後の引き継ができる

（上記2項目の発災想定は、地震、電源喪失、SFP冷却機能喪失）

→従前からあるマニュアルに加え緊急時対応ルール、情報共有シートを作成し、やる

べき事を定め訓練を継続している。

③想定外事象の訓練を実施し各人の思考力を向上

→隕石飛来による原子炉建屋の損壊などの図上訓練を実施、継続している。
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➢２０１９：要員のやるべき事が設定されている

①各班の個別訓練にやるべき事が網羅され訓練されている

→従前からあるマニュアルに加え、各班手順書に要員のやるべきことを網羅（見直し実施
）し毎月の訓練、個別訓練にて実施し、その内容の見直しも継続的に行っている。

②想定外事象について図上訓練に加え実働訓練を実施し対応できる状態となる

→実動訓練としてHEMP対応を実施。緊対本部も可能な限り事象に近づけた訓練を実施し

、資機材等の見直しも含め継続的な訓練としている。

5



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社 6

３カ年中長期プラン

【中長期プラン】～到達目標は３年計画で実現～
➢２０２０年：力量をもった各要員が必要数以上確保されておりいかなる事象にも対応できる

①中・長期の対応運用が決められ実施できる（戦略立案、要員の交代）

②要員の参集人数、時間が日々管理された状態となっている

①緊急時対策組織としての力量付与

②想定外事象について思考が行える

③各個人の力量整備・力量の付与

④想定外事象への対応力付与

①緊急時対策組織としての力量付与

②想定外事象について思考が行える

⑥中長期対応方策の決定

⑤参集要員数及び時間の日常管理

③各個人の力量整備・力量の付与

④想定外事象への対応力付与

①緊急時対策組織としての力量付与

②想定外事象について思考が行える

いつでも対応できる！
誰でも対応できる！

２０１８

２０１９

２０２０

緊急時対応の幅 広狭

緊急時
対応力

低

高


